
移住当事者による政策提言 

―日韓の移住当事者の交流と学びあいを通じてー 

（トヨタ財団国際助成事業） 

 

韓国側メンバー 

プロフィール 

 

 

◆ フィリピン・メンバー  

ガン・スルギ (Kang, Seul-gi)  

1986年生まれ。韓国（母）とフィリピン（父）のダブル（移民2世）. 韓国で生まれて4歳の時

にフィリピンに移住。7歳の時に韓国に戻り、韓国で小・中・高を卒業し、フィリピンの大学で

国際開発学を専攻。大学卒業後、国際開発関連団体の職員として、南アフリカで2年間地域開発

事業に携わったのち、韓国の事務局で海外支援業務を担当。2014年より、Uijeongbu EXODUS移

住民センターで移住民のための支援活動に従事。 

 

◆ ミャンマー・メンバー  

ソ・モ・ツ(Soe Moe Thu ) 

1975年生まれ。1995年に産業研修生として来韓。2011年に最高裁より難民認定。2003年より移

住民の支援活動に携わり、移住労働者で構成されたバンド「Stop Crackdown」のメンバーとし

ても活動。ミャンマー（ビルマ）民主化運動団体である「ビルマ行動」の幹事など歴任。2011

年には多文化合唱団「Mongttang」にもメンバーとして参加。現在は、主に飲食・通信・旅行な

どの事業を行う株式会社「Padauk Glory」を設立し常務理事を務めながら、無料の労働・人権

相談活動を行いつつ、事業利益の一部をミャンマー国内の子どもの教育や、高齢者の福祉、貧

困家庭などの医療費の支援活動にあてている。また、在韓ミャンマー労働者の権利保障や、職

業教育等を支援する「ミャンマー労働者福祉センター」（2019年3月）の設立を手掛けた。 

 

◆ ベトナム・メンバー  

ウォン・オッグム(Won Ok Kum) 

1975年生まれ。1997年に国際結婚で来韓し、現在2人の子どもがいる。司法通訳士として働きな

がら、ベトナム出身移住労働者のための相談活動も行っている。2014年から2017年までベトナ

ム人のコミュニティである在韓ベトナム共同体の代表を務め、2017年よりベトナム政府公認の

在ベトナム人協会（Association of Vietnamese Communities in Korea）の会長となり、ベト

ナム出身労働者、移住女性、留学生等在韓ベトナム出身移住者の交流とネットワーキングの強

化に取り組んでいる。2016年からはソウル市のソウル外国人名誉市長。 
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◆ ネパール・メンバー  

ケーピー シトウーラ (K.P Sitoula)  

1992年に来韓。1999年にラサラ・ファッション・デザイン・アカデミー卒業後、ネパールに帰

国。2000年に再来韓し、ネパール航空に勤務。現在は、ネパール専門旅行会社（株）ネパール

ツアーとネパール・レストラン「Oｍ」（現在ソウルに3店舗）の代表。また、2002年よりネパ

ール観光庁韓国事務所の所長。在韓ネパール人・コミュニティ（NCC）の創立メンバーとしてコ

ミュニティ活動に携わり、現在顧問。海外在住ネパール人協会(Non-Resident Nepali Associat

ion)の韓国支部（NRN Korea）の初代会長。NRNAのICC（International Coordination Council）

 Memberとして活動。2009年にはソウル市名誉市民に選ばれた。1995年より移住者権利運動に携

わり、現在は社団法人韓国移住民健康協会の理事を務めている。 

 

＊韓国人メンバー 

◆プロジェクト・韓国側代表 

ソク・ウォンジョン（Seok Wonjung） 

長年移住者の労働相談に従事。近年ベトナム人、モンゴル人等移住者コミュニティの組織化に

努めている。現在、2001年設立当初から携わった自治体による韓国初の移住労働者支援センタ

ーであるSeong―dong外国人勤労者センターの所長。ソウル市人権委員（2015～）。 

 

◆コーディネート 

イ・ワン（LEE Wan） 

長年移住者の人権活動、人種差別撤廃運動に携わり、移住者のキャリア支援、帰国後の再定住

支援も手がける。ソウル市の「多文化コミュニティのリーダーシップ・アカデミー」の講師、

文化部の文化多様性事業のコンサルタント等。Joint Committee with Migrants in Korea

（JCMK）運営委員。 

 


